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 The Misconception that Hikarugenji and Fujitsubo no 
Miya love each other
 Yukiko FUJII
　　This paper examines the spreading of the “misconception” that 
Hikarugenji and Fujitsubo no Miya love each other. First, through a 
comparative analysis of the scene of their secret rendez-vous, I point out 
that the modern Japanese translations, adaptations, and comic verisons of 
the Tale of Genji have “added” Fujitsubo no Miya’s affection for 
Hikarugenji, which the original version does not refer to. Secondly, as the 
issue of the research, I conclude that, although previous studies have 
assumed that Waka in Hana no en no Maki shows the affection of 
Fujitsubo no Miya, it is not the aff ection, but her political thought that is 





































































































































































































































































































































































































 1 河添房江「越境する翻訳と現代語訳」（『源氏物語時空論』東京大学出版会　2005 年）
 2 『源氏物語』の本文の引用は，日本古典文学全集（小学館）に拠る．
 3 円地文子『源氏物語』（全 10 巻）は，新潮社から 1972-1973 年に刊行された．本文
の引用は，新潮文庫版（巻一・1980 年）に拠る．
 4 田辺聖子「「源氏」は面白い小説か？」（『源氏紙風船』新潮社 1981 年）
 5 田辺聖子『新源氏物語』（全 5 巻）は，新潮社から 1978-1979 年に刊行された．本
文の引用は，新潮文庫版（上・1984 年）に拠る．
 6 田辺聖子「源氏という男」（前掲注 4 書）
 7 大和和紀インタビュー「『あさきゆめみし』のすべてを語る」（『完全保存版 あさき
ゆめみしの世界』宝島社 2016 年）
 8 大和和紀『あさきゆめみし』（全 13 巻）は，講談社（KCmimi）から 1980-1933 年
に刊行された．本文の引用は，講談社漫画文庫版（1・2001 年）に拠る．







和弘・安藤徹編『叢書・〈知〉の森 5 源氏文化の時空』森話社 2005 年））．








語訳をめぐって─」（伊井春樹監修・千葉俊二編『講座源氏物語研究第 6 巻 近代文
学と源氏物語』おうふう 2007 年）
鈴木直子「円地文子と『源氏物語』─「女流」という磁場をめぐって」（『国文学解
釈と鑑賞 特集・『源氏物語』危機の彼方に』924 2008 年 5 月）
吉井美弥子「田辺聖子と古典文学─いにしえを今に織りなす『新源氏』の論」（『読
む源氏物語 読まれる源氏物語』森話社 2008 年 9 月）
12 円地文子「源典侍考」（『源氏物語私見』新潮社 1974 年）
13 陣野英則「「紅葉賀」巻における不分明な「御心の中」」（西沢正史監修・上原作和
















木船重昭「藤壺宮 立后以後」（『源氏物語の研究 続』大学堂書店 1973 年）
19 鈴木宏子「〈心を置く〉という和歌─愛情と隔意のはざま─」（前掲注 16 書）






回土曜自由大学（秋のコース）─テーマ：「誤解」─」（2016 年 10 月 22 日）
において，同題で講演した内容を基にしたものである．
